
　Ver0.99c新機能の紹介

1xpa 4.x 対応

xpa4.5, 4.6. 4.7～のソースの読込に対応しました。

①WebClient情報の自動解析

解析処理時、WebClientプログラム特有の情報を自動的に取得します。

Webプロジェクト名やスタートアッププログラム等の設定情報
タスクタイプ
ルート特性
フォームのプロパティ（ウインドウタイプ等）
コントロールのプロパティ（テーブルのWebスタイル、サブフォームのアウトレット等）
カスタムプロパティ（フォーム／コントロール）
カスタムバリデータ
フォルダのWeb特性
イベント「ルート」ロジック
ルート呼出箇所

②ルーティング情報表示プログラム

プロジェクト内にルーティング情報がある場合は、メニューに「ルーティング情報」を表示します。
このプログラムにより、ルーティングに関するプロジェクト全体の状況を把握できるようになりました。
プルダウンメニューの「ﾌｧｲﾙ(F)」→「ルーティング情報」、もしくはツールバー（「Excel」アイコンの左隣）から起動が可能です。
（WebClietのルート情報が検出されないときはメニューは表示しません）

プログラム画面

ルート呼出箇所

プロジェクト内に定義された

WebClientフォームの一覧を表示
します。

プロジェクト内の「ルート呼出箇

所」、「カスタムプロパティ」の一覧、

「カスタムバリデータ」の設定箇所

を確認することができます。

スタートアッププログラムに設定し

たプログラムのルートロジック、及

び、フォーム、サブフォームの情

報を表示します。

コンテキストメニューからAngularのソー
スにアクセスすることも可能です。

イベントで「ルート」をコールしている箇所の一覧を表示します。

「ズーム（F5）」キーによりソースの該当箇所に移動します。
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カスタムプロパティ

２ その他の改善事項

①実行モードの自動設定

Studioの実行モードが「B=ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ」に設定している時もユーザ定義開発メニューから起動した時は、自動的に「O=ｵﾝﾗｲﾝ」で起動するようになりました。
RIAやWebClientのプロジェクト開発中でも意識することなく起動が可能です。
（インストール用のプロジェクト「SM_SETUP」を使用する場合はオンラインモードに設定して起動して下さい）

②MAGIC特殊パラメータ確認プログラム

特殊パラメータの一覧と現在の実行環境における設定値を表示するプログラムを追加しました。
修正モードに変更し、現在値を変更（INIPUTを実行）することが可能です。
プルダウンメニューの「ﾌｧｲﾙ(F)」→「MAGIC特殊ﾊﾟﾗﾒｰﾀ」から起動が可能です。

カスタムプロパティが設定されたフォーム及びコントロールの一覧を

表示します。

「ズーム（F5）」キーによりソースの該当箇所に移動します。
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